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問題 
我が国では, 65歳を超えて初めてアルコール依

存症と診断される患者が増加している  (e.g., 厚
労省, 2014)。この背景には, 高齢期特有のライフ
イベントである「定年退職」があると指摘されて
きた。定年退職と飲酒行動に関する文献を整理し
たメタ研究 (Kuerbis et al., 2012) では, 退職に伴
う環境変化と問題飲酒の因果関係を社会ネット
ワーク理論, 役割理論, ストレスコーピング理論
などに基づいて分析している。例えば, 高齢者が
退職によって地位を失い, その喪失感を緩和する
ために飲酒するといったプロセスが説明されて
いる。 
では上述した理論は, 我が国の高齢アルコール

依存症者の病理を説明するうえでも整合的だろ
うか。あるいは, 我が国特有の社会的要因はある
のだろうか。これらの問いから本研究では, 定年
退職前後にアルコール依存症と診断された患者
へのインタビューによって生活史・現病歴を収集
し , 各理論との整合性について検討する。また , 
我が国特有の社会的要因があるのかを探索する。 

方法 
調査期間  本調査は 2024 年 6 月から同年 8 月

の期間にかけて実施した。 
調査対象者の選定   アルコール依存症治療の

実績がある A 病院の看護師を通じて定年退職前
後に初めてアルコール依存症と診断を受けた患
者の選定を依頼した。次に, 同看護師が上記条件
に該当した 3名の患者に研究の概要及び目的を説
明し, 調査協力の内諾を得た。その後, 調査担当
者が A病院に赴き, 個室で調査を実施した。 
インタビュー調査  調査は半構造化面接を採用
した。職歴を含む生育歴, 現病歴を尋ね, 調査者
が重要と感じた内容について詳細な質問を重ね
た。インタビューの内容は, オフラインのノート
PCで録音した。 

倫理的配慮  調査開始前に, 研究の目的, 協力
の同意・不同意の自由, 協力における利益・不利
益の有無, 個人情報の取扱いについ文書と口頭で
説明し, 同意を得た。なお本調査は, 広島文教大

学及び第 3・4 著者が所属する呉みどりヶ丘病院
の研究倫理審査委員会の承諾を得て実施した。 

結果と考察 
インタビューで得られたエピソードを整理し

たところ , アルコール依存症を招く要因として
「役割喪失への不安」と「孤独感」が浮かび上が
った。本研究において特に重要な内容を抜粋して
Tableに記し, 以下に考察を加える。 

役割喪失への不安とコーピングの関係   本調
査が対象とした 3ケースは, 正規雇用から退職し
ていたものの, 家業の引継ぎや再任用などで何ら
かの就業を続けていた。そのため, 実質的には役
割を喪失していなかった。一方, 語られたエピソ
ードから「役割喪失への不安」という要因が伺え
た。例えばケース 1では, 怪我によって家業を続
けられない危機と対峙し, それに伴う不安から多
量飲酒に至っていた。依存症を招く要因は役割喪
失そのものだけではなく, 役割を喪失することへ
の予期不安も関連している可能性がある。 

ネットワークの認知と孤独の関係   孤立は , 
アルコール依存症を招く重大な要因とされてき
た。なぜなら, ストレスへの対処に他者からのサ
ポートを得ることができず, コーピングの代替方
略として飲酒が利用されてしまうからである。今
回調査した 3ケースは, いずれも家族や近隣住民
と関係を持ち, 孤立状態とはいえなかった。しか
し患者は, 立場や役割の責任感から身近な人をサ
ポーターとして認知しておらず, 孤独状態にあっ
たと考えられる。高齢アルコール依存症者の病理
を社会的ネットワークに基づいて検討する場合
には , 客観視できる人間関係ではなく主観的な
「孤独感」に着目する必要がある。 
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Table インタビュー調査で得られた退職と飲酒に関するエピソード (抜粋) 

ケース 1 
78歳 
男性 
単身 

65歳で運転手業を定年退職後, 家業のみかん畑を引き継いだ。75歳頃, 左足を怪我し, 畑仕事が
できなくなることに不安を覚えた。そのとき受診した医師から「高齢になればこれくらいの怪我
はよくあるよ」と無神経な発言に腹を立て, 多量飲酒に至った。近くに住む家族には, 父親とし
て弱みを見せることに抵抗があり, 悩みを相談できなかった。 

ケース 2 
68歳 
男性 

家族と同居 

消防局を 61歳で定年退職したが, 63歳まで再任用で従事。63歳以降は, 町内会の役員をした。
町内会の親睦を図る機会で飲酒することがあった。コロナ禍により, 町内会としての活動ができ
ないことに責任を感じて悩んでいた。のちに同じ役員から「ひとりで仕事を背負い込むな」と指
摘されたことがあった。 

ケース 3 
63歳 
男性 

家族と同居 

18歳から 60歳の定年退職まで公務員として異動を伴いながら家族と転居しながら働いた。現在
も再任用で従事しており, 自身ではまだ現役と認識している。仕事に対し「国民の奉仕者。国民
の財産、生命を守る」と強い信念を持って働いた。40歳で管理職になったが, 部下同士の人間関
係が悪いことに悩み, 相談できず逃げるように飲酒していた。 

 


